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普通会計財務諸表
　自治体間の財政比較を行うために全国で統一して用いられる会計区分である普通会計に
おける財務４表を作成しました。

普通会計貸借対照表（平成27年3月31日現在）
　住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その財産をどのような財
源（負債・純資産）で賄ってきたかを表しています。

　資産は、道路整備や学校建設、基金の積み立てなどを実施した結果、前年度から50億円
増加し2,325億円となりました。そのうち、純資産である1,777億円は、現在までの世代の
負担で既に支払いが済んでおり、将来の世代が負担する負債は、前年度と比較して4億円減
少し548億円となっています。

普通会計行政コスト計算書（平成26年4月１日～平成27年3月31日）
　１年間の行政サービスにかかったコストと財源を表しています。

資産【将来世代に引き継ぐ資産】 2,325億円 負債【将来世代の負担】 548億円
　公共資産（学校、道路など） 1,940億円 　固定負債（地方債、退職手当） 483億円
　投資等（基金、出資金など） 224億円 　流動負債（翌年度償還予定地方債など） 65億円
　流動資産（現金など） 151億円
　　（うち資金） 22億円 純資産【現在までの世代負担】 1,777億円

資産合計 2,325億円 　　　　負債・純資産合計 2,325億円

経常行政コスト（Ａ）【資産形成以外の行政活動経費】 334億円
　人にかかるコスト（人件費など） 56億円
　物にかかるコスト（物品購入、光熱水費など） 121億円
　移転支出的なコスト（社会保障給付など） 165億円
　その他のコスト（支払利息など） △7億円
経常収益（Ｂ）【行政サービスにかかる受益者負担】 22億円
　使用料、手数料、負担金など

純経常行政コスト（Ａ）−（Ｂ） 312億円

期首純資産残高 1,724億円
　当期変動 53億円
　【内訳】
　純経常行政コスト △312億円
　財源調達（市税、補助金など） 369億円
期末純資産残高 1,777億円

期首資金残高 14億円
　当期収支 8億円
　【内訳】
　経常的収支 98億円
　公共資産整備収支 △27億円
　投資・財務的収支 △63億円
期末資金残高 22億円

　経常行政コストのうち、介護給付費や生活保護措置費などの社会保障給付に係るコスト
が最も多くなっています。市の施設を利用したときの使用料や住民票などを発行するとき
の手数料など、行政サービスで受益者が負担した額（経常収益）が22億円で、差し引いた
純経常行政コスト312億円は市税や国・県補助金などで賄われています。

　純経常行政コストを市税や補助金などで
賄うことができたため、純資産が53億円増
加し期末残高は1,777億円となりました。

　経常的収支の黒字分で、道路・学校など
の公共資産整備やそのための借入金を返済
しています。その結果、資金は８億円増加
し、期末資金残高は22億円となり、翌年度
以降の財源として繰り越しています。

普通会計純資産変動計算書
（平成26年4月１日～平成27年3月31日）
　資産形成に係る１年間の変動額を表して
います。

普通会計資金収支計算書
（平成26年4月１日～平成27年3月31日）
　資金の１年間の増減を表しています。
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連結財務諸表

資産【将来世代に引き継ぐ資産】 3,504億円 負債【将来世代の負担】 966億円
　公共資産（学校、道路など） 2,964億円 　固定負債（地方債、退職手当） 858億円
　投資等（基金、出資金など） 284億円 　流動負債（翌年度償還予定地方債など） 108億円
　流動資産（現金など） 256億円
　　（うち資金） 219億円 純資産【現在までの世代負担】 2,538億円

資産合計 3,504億円 　　　　負債・純資産合計 3,504億円

経常行政コスト（Ａ）【資産形成以外の行政活動経費】 826億円
　人にかかるコスト（人件費など） 144億円
　物にかかるコスト（物品購入、光熱水費など） 225億円
　移転支出的なコスト（社会保障給付など） 437億円
　その他のコスト（支払利息など） 19億円
経常収益（Ｂ）【行政サービスにかかる受益者負担】 332億円
　使用料、手数料、負担金など

純経常行政コスト（Ａ）−（Ｂ） 494億円

期首純資産残高 2,645億円
　当期変動 △107億円
　【内訳】
　純経常行政コスト △494億円
　財源調達（市税、補助金など） 483億円
期末純資産残高 2,538億円

期首資金残高 267億円
　当期収支 △47億円
　【内訳】
　経常的収支 △208億円
　公共資産整備収支 244億円
　投資・財務的収支 △84億円
期末資金残高 219億円

連結純資産変動計算書
（平成26年4月１日～平成27年3月31日）

連結行政コスト計算書（平成26年4月１日～平成27年3月31日）

連結貸借対照表（平成27年3月31日現在）

連結資金収支計算書
（平成26年4月１日～平成27年3月31日）

　普通会計に公営事業会計なども含めた佐久市全体、広域連合、一部事務組合、公社、市が50％以上出資して
いる第３セクターなどを連結範囲としています。

連結（28会計）

佐久市全体（12会計）

普通会計（４会計）
・一般会計　　　　　　　　　　　　　・臼田学園特別会計
・住宅新築資金等貸付事業特別会計　　・奨学資金特別会計

・国民健康保険特別会計　・介護保険特別会計　・特別養護老人ホーム特別会計
・後期高齢者医療特別会計　・介護老人保健施設特別会計　
・環境エネルギー事業特別会計　・国保浅間総合病院事業特別会計　・下水道事業特別会計

・佐久広域連合　・長野県後期高齢者医療広域連合　・佐久平環境衛生組合
・佐久市・軽井沢町清掃施設組合　・浅麓環境施設組合　・北佐久郡老人福祉施設組合
・川西保健衛生施設組合　・南佐久環境衛生組合　・小諸市外二市御牧ヶ原水道組合
・佐久水道企業団　・浅麓水道企業団　・佐久市・北佐久郡環境施設組合 
・佐久市土地開発公社　・佐久市振興公社　・佐久ケーブルテレビ　・佐久市文化事業団

■問合せ　財政課　☎62−3032（直通）

連結範囲
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